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 A型（新型）インフルエンザの学級・学年・学校閉鎖の基準について 

11月１９日以降のインフルエンザ対応について，次のような目的で，学校の対応を市教育委

員会が示されました。周知するために学校だよりに掲載いたします。 

１ 目 的 （学校の２つの役割） 

① 感染拡大を防止すること。 

   ② 早期対応による，低学年児童の重症化防止。 

２ 学級・学年・学校閉鎖の基準 

① 閉 鎖 期 間：休業日，祝日を含む４日間。 

② 学校閉鎖の基準：学級の１/３以上が閉鎖になったら，学校閉鎖。 

  ＊ 児童が不調で休む場合，早期の通院と，A型と診断された場合は，今までと変わり

なく，学校に連絡をお願いいたします。 

緊 急 連 絡 網 の 整 備 に つ い て 

先週の全校合唱とマラソン大会実施の有無に関りましては，ご心配やご迷惑をおかけいたしま

した。 

さて本校は，緊急連絡（雨天による行事の有無，A型インフルによる学級，学校閉鎖，風水害

による休校措置など）体制が整備されていないため，担任が手分けをして１件ずつ電話連絡をし

ているのが現状です。学校には電話回線が２本しかないため，全家庭連絡完了まで2時間程度か

かります。A型インフルエンザの脅威が去ってない中，緊急対応を迫られる事態が必ず発生する

と考えます。 

個人情報保護の立場から本校では，平成１６年ごろから電話による緊急連絡網（クラス内全電

話番号を全家庭へ）の配布を中止したと聞きました。しかし，今から起こるであろう不測の事態

に備え，保護者の皆様のご意見，承諾，PTA 役員の皆様方のご協力を得て，緊急連絡体制を整

備することに致します。今後，アンケート調査等へのご協力をお願いする予定でいますので，よ

ろしくお願いい致します。 



目 標 を 持 っ て 
 ２学期の始業式の時，児童に話した３つの内容のひとつが「目標を持って」です。学校とし

ては，行事や授業ごとに目標（めあて）を示したり，児童と共に決めたりして取り組みを進め

てきました。たとえば行事では，児童会が次の目標を示し，各クラスで取組んできました。 

  運動会「 やりきろう！ 赤白ともに 最後まで 」 

   最後まで全力をだして，やりきれるように練習しました。運動会では，最後までやりき

った達成感を味わいました。 

  音楽発表会「 ひびかせよう！ かがやくみんなのハーモニー 」 

   各学級で課題曲のパートに取り組み，音楽朝会で歌声を合わせ，みんなで輝きのあるハ

ーモニーを体育館中に響かせようと練習を重ねてきました。児童は，「感動のプレゼント」

が届けられた喜びを感じ，音楽発表会を終えました。 

  

  

  という，学びのサイクルを繰り返すことで成長してきました。一歩一歩階段を登ってきま

した。 

  個人懇談会が，22日（火）・２４日（木）にあります。担任と児童の伸びを共有でき，「つ

まずき」が成長の糧となるように懇談が進むことを願っています。 

     

 チャレンジ学習（家庭学習）スタート 
 家庭学習の学校としての低・中・高学年別スタンスを「てびき」として示しました。自分で決

めて学習する習慣をつける為に，毎週土曜日・日曜日を基本にチャレンジ学習を出しています。

 友達のノートをウォッチングしたりする中で，だんだんと質を高めていく取組みを進めます。

児童（ノート）の様子を毎週土曜日・日曜日にでも見て頂き，励ましをいただければ，児童の意

欲も高まります。 

 復習や予習の仕方，ひいては，中学校への連結が少しでもスムーズにでき，中１ギャップが緩

和できればと考えています。 
 

児童         →        → 目標を持つ 努力する できた喜び（達成感） 


